
§4 基礎の計算

、

§4 ー 1 地盤・基礎等の説明書

－敷地周辺の地形 ・ 地質概要

本地盤は兵庫県多可郡多可町の地盤である。
当敷地は多可郡多可町内を流れる杉原川付近に位置する。

今回の地質調査にて確認された当調査地の地質構成を区分すると、調査深度であるGL-13.07m
～ー13.5mまでを上部表層も含めて計3層に区分される。
各層の構成及び各ボーリング

。
調査位置についての概要を以下に示す。

ボー リングNo.1に関しては、まず表部よりGL-6.60m付近までは現表土層となっている傑質土層が
分布している。N値は磯打ち全て50以上を示している。
その下位のGL-6.60mからGL-8.50m付近までは粘土分をやや混入する一砂質土層が分布している。
N値は40 ～50以上を示している。
さらにその下位のGL-8.50mから調査最深部のGL-13.07mまでは粘土分を多く混入する礁質土層が
分布している。粘土が混入しているものの、礁質土も多く含んでいることから、N値は50以上を示す。

ボー リングNo.21こ関しても、表部よりGL-4.70m付近までは現表土層となっている礁質土層が分布
している。N値は38～50以上を示している。
その下位のGL-4.70mからGL-6.60m付近までは細粒分をやや混入する楳質土層が分布している。
N値は22～50以上を示している。
さらにその下位のGL-6.60mから調査最深部のGL-13.50m付近まで‘は粘土分を多く混入する諜質土
層が分布している。粘土を含んでいる為、礁を含む箇所はN値50以上を示しているものの、多くは
22 ～27程度のN値を示す。

－支持地盤の位置・種別

支持地盤は、ポーリング
、
No. 1 ·ボーリングNo. 2のいずれにおいても表層からGL�4.70～6.60mの

礁質土層とする。
含水もほぼ無く孔内水位に関してもボー リングNo. 1ではGL-2.71m、ボーリンク

、
No. 2ではGL-3.15

mを示しており、基礎下端であるGL-1.35mよりも下位である。

－基礎の種類

基礎の種類は、比較的浅い層にN値の高い砂醗層が存在するので、直接基礎とした。
また、建物用途が給食センターということもあり、スラブ下のヒットが多く存在することから、ベた基礎
とした。

－地盤の許容地耐力の算定方法

地盤の許容地耐力の算定方法は上記支持地盤のN値を採用して求めることとする。
算定に当たっては、基礎底面下にある地盤の粘着力は考慮せずに行った。
また、基礎下端がベた基礎としては浅い為、Df値を0として、土の押え効果においても考慮せずに
許容地耐力の算定を行った。

－液状化 ・ 圧密沈下の検討

本地盤は支持層以深の層に極端にN値の低い層が見られず、また当建物が鉄骨造2階建てである
ことから、液状化及び圧密沈下の可能性は非常に低いものと考える。
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